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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
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特　　記　　事　　項項　　目章

設計図

　　工事概要

令和　　年　　月

　　建築改修工事仕様

※

Ｇ

２

仮
設
工
事

ガラス繊維シ－ト

建具廻り

外壁（コンクリ－ト）

メッシュ

枠組ステ－ジング　・単管本足場

※非歩行

使用分類

・軽歩行

［3.5.4］

［3.5.3］

・カラー

・シルバー

仕上げ塗料塗り

・カラー・S－F1　・S－M1

新規防水層の種別施工箇所

・P0S工法

防水改修工法の種類

・シルバー

・S　－M3

・S　－M1　・SⅠ－M2

・S　－F1　・SⅠ－F2

・S－M1　・S－M2

・S－F2　・S－M2

新規防水層の種別

※　X－2

※　X－1

・M4S工法

・S3S工法

・S4S工法

・M4S　工法

・S4S　工法

・S3S　工法

・P0S　工法

・L4X工法

・P0X工法

脱気装置　・設ける　・設けない

防水改修工法の種類

目地処理　PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工箇所

［3.5.2､3］［表3.1.1］［表3.5.1］

［表3.1.1］［3.6.3］［表3.6.1］

仕上げ塗料等

［3.6.3］

［3.2.6］

設置数量

［3.8.3］

材　　質種　　類

・平面部脱気型

脱気装置　※設けない　・設ける

シーリング材の種類、施工箇所

シーリング改修工法の種類　　

・立上がり部脱気型

　※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

　・拡幅シーリング再充てん工法　・ブリッジ工法

　・シーリング充てん工法　　　　・シーリング再充てん工法　　　　

・ステンレス　　・銅

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス　　　　　・鋳鉄

・ポリエチレン樹脂　　・ABS樹脂

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（L4X工法の場合）　・除去する

固定間隔

鋼管製といの防露

といの材種

種　類 呼称肉厚（mm）

縦どい受け金物の取付け

   ※規制対象外          ・第三種

表面処理

   ※図示　・標仕13.5.3（d）（2）による

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

   ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒドの放散量

   ・次の箇所は行わない（　　        　　　　　　　　　　　　　　）

　・建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP）

施工箇所

備　　考

［3.9.2］［表3.9.1］

［3.8.3］［表3.8.5］

［3.8.2］［表3.8.1］

［3.3.3］［3.4.3］［3.5.3］

［3.7.2］［表3.7.1］

［3.1.4］［表3.1.2］

   ※配管用鋼管　・硬質塩化ビニル管　 ・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

シーリング材の種類（記号）

m 当たり1箇所

m 当たり1箇所

（　　　　　）

（　　　　　）

シート防水

ルーフィング

合成高分子系３

塗膜防水４

脱気装置５

シーリング６

［2.2.1］［表2.2.2］

［2.2.1］［表2.2.1］

［2.2.1］

とい７

アルミニウム製笠木８

充てん材

厚さ　 mm

・有り

※無し

・片面

※無し

塗　装

［2.4.1］

［2.3.2］［表2.3.1］

［2.3.1］

      ・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

１２

仮
設
工
事

足場その他

材料、撤去材等の運搬

外部足場

内部足場　　種別　※きゃたつ、足場板等　

下　地

※軽量鉄骨

防炎シート

※合板張り程度　

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

２養生

３仮設間仕切

４監督職員事務所

仮設扉

※C種

・B種

・A種

種　別

・規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

仮設間仕切り等の種別

既存家具等の養生　※ビニルシート等　

既存部分の養生　　※ビニルシート等　

※せっこうボード（※9.5　・　　　　）

・合板（※9.0　・　　　　）

仕上材（厚さ　mm）

※片面フラッシュ程度　

・既存建物内の一部を使用する  ・構内に設置する   ・設けない

固定家具等の移動　※行わない　　　　・行う（図示）

　　　　　　　　　シートによる養生　※行う　・行わない

　　　　　　種別　※A種　・B種　・C種　・D種

［3.9.3］

［1.5.2］

画で定めた

間隔は品質計

固定方法及び

もの・100形

・350形

・250形

・300形

・

1.6以上

2.0以上

1.8以上

板材折曲げ形の取付工法　・ 図示

形状（mm）

材　　　料

形　　　式

・

耐火性能

断　熱　材

軒先面戸板

（規格等）

※30分耐火　　・無し

※有り　　・無し

　（CGLCCR－20－AZ150）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・B－2種

　　　B－1種

※A－1又は

　（　　　　）

調査内容

　錆汁の流出の有無を調査する。

調査範囲　※外壁改修範囲　・図示の範囲

　形状寸法等を調査する。

　調査報告書の部数　　　※2部　　

　示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚　※0.6　・0.8

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

は本体製造所の仕様による。

隅角部及び突当たり部等の役物

（13.3.2､3）（表13.2.1）

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

折板葺９

新規防水層の種別

・A－1　　※A－2

・A　－1　※A　－2

・B　－1　※B　－2

・B－1　　※B－2

［3.3.2,3］［表3.1.1］［表3.3.3～10］

施工数量調査１４

外
壁
改
修
工
事
　
共
通
事
項

（保護層は図示による）

・E－1　　※E－2

・D－1　　※D－2

［3.3.2］

［3.3.2］

［3.2.6］

［3.3.3］

［3.2.5］

［3.3.2］

［3.2.2］［3.3.2］

・C－1　　※C－2

防水改修工法の種類

・P1B

・P2A

・P2A　

・P1B　　・T1B　

５工事用水

６工事用電力

保

護

水

防

１３

防
水
改
修
工
事

アスファルト防水

・P1E　　・P2E

・M3D　　・P0D

　　　　　　　　　　　　リートブロックとする。

屋内

防水

防水

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　

立上り部の保護

アスファルトの種類　※3種　・4種

・M4C露出

　・乾式保護材の材料　※押出成形セメント板　厚さ15mm

　・れんがの種類　　　※見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形コンク

　　　　　　　　　　ただし、ノンフロンのもの　　に限定する。　

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（M4C工法の場合）　  ・除去する

M3D、P0D工法の脱気装置　　　　　　 ※設けない　　・設ける

P0D工法の二重ドレン　　　　　　　　  ※設けない　　・設ける

保護コンクリートのコンクリート種類　　※無筋コンクリート

施工箇所

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

新規防水層の種別 厚さ（mm）施工箇所シート防水

・M3AS　工法

・M4AS工法

脱気装置　※設けない　・設ける

・P0AS　工法

・M4AS　工法

・P0AS工法

・M3AS工法

防水改修工法の種類

・AS　－1　・AS　－2

・AS－4　・AS－5　・AS－6

・AS－1　・AS－2　・AS－3

［3.4.2､3］［表3.1.1］［表3.4.1～3］２改質アスファルト

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

４．工事内容

１．共通仕様

（３）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　（建築工事編）（最新版）」（以下、｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１

　 　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下､「標仕」という。）による。

（4）特記事項に記載の（標  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　示す。

（５）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を

建築工事特記仕様書（1） ０１

４

－

－
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南校舎の屋上及び外壁等の外装改修工事
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・保証期間　10年

・保証期間　10年

滋賀県長浜市益田町

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

発生材の処理等 ※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

・完成図　　　　　　提出部数　※２部（Ａ３版縮小製本及び電子媒体）

※施工計画書　　　　提出部数　※1部

・施工図　　　　　　提出部数　※1部

・保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

提出図書

撮影箇所

　・3　※6　・15　・30 3 同じ位置で撮影すること。

提出部数 備　　　考区　分

着工前、完成

工事中

定期提出

1

1

必要に応じ撮影する

工事月報用

工事写真

竣工写真

代表的な出来高の部分

施工条件 次に指定する工程・作業は指定の日時に行うこと。

工程・作業 指定日時

請負金額が500万円以上の場合は、契約(変更)、完成時のそれぞれ１０日以内に登録すること。工事実績情報の登録

（CORINS）

　受注者は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを提出すること。

イ「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」に従い、現場代理人を決定し届け出ること。

ロ　現場代理人は、請負人との直接的な雇用関係を証するもの（健康保険証の写し等）を

　 「現場代理人等届」に添付すること。また、「現場代理人等変更届」も同様とする。

ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 

現場代理人等

施工体制

また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対応し、指摘がある場合は是正すること。

[1.1.4］

［1.2.2］

［1.2.3］

［1.8.2］

［1.8.3］

［1.3.5］

［1.3.12］

　工事写真の撮影要領は、｢工事写真撮影ガイドブック・建築工事編｣(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

竣工写真はキャビネ版カラープリントによる写真を製本し、また、画像データを電子媒体で各１部提出すること。

外壁改修 夏休み期間を利用し、南側を優先して行うこと。

8

4

5

6

7

1

3

2

技能士

・とび仮設工事

・合成ゴム系シート防水

・改質アスファルトシートトーチ工法

・FRP防水 ・シーリング防水

・塩化ビニル系シート防水

・サッシ施工    ・ガラス施工　　・自動ドア施工　

・アスファルト防水　

・アクリルゴム系塗膜防水

・左官　　・タイル張り　　・樹脂接着剤注入　　・塗装

・石張り

建具改修工事

石工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別 作業種別

排水工事 ・建築配管

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事　　　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ舗装工事

・プラスチック系床仕上げ 　 ・カーペット系床仕上げ内装改修工事

・セメント系防水

・ウレタンゴム系塗膜防水

・鉄筋組立　　　・型枠工事　　　・とび　　　・コンクリート圧送工事耐震改修工事

・木質系床仕上げ    ・ボード仕上

・壁装　　　・大工工事

・コンクリートブロック工事ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ、

・ALCパネル工事ALCパネル、

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・造園工事植栽工事

・内外装板金　　　・かわらぶき屋根及びとい工事

工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。 ［1.7.2］技術検査

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う（・　箇所　　・図示）　

　測定箇所　　　　・　　箇所　　　・図示　　　　　

化学物質の濃度測定

スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度をパッシブ法にて測定し、報告すること。

また、基準値を満たさない場合は、対策を講じたのち再測定を行うこと。

［1.6.2］9

下請業者等の選定 各種下請業者、製造所等市内で供給出来るものについては、極力市内業者を選定すること。

保険等 　受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等

への損害についても補償する保険に加入すること。

12

13

11

10

受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。地元説明会

　受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋調査を実施し、工事に起因する損傷等

また、受注者が自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は請負人の責任において現状に復旧すること。

近隣家屋の調査

　　　採取検体

工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　　　A3サイズ　２部数

請負金額の増減対象としない。

　設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更および追加工事においては、

1.受注者は暴力団員等による不当介入(不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを

　拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力

2.受注者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書により、監督職員に

　報告するものとする。また、請負者は、以下のことについて、下請負人(再委託の協力者を含む)に

　対して、十分に指導を行うものとする。

3.受注者は暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、

　監督職員と協議するものとする。

設計図の製本

軽微な変更

不当介入に関する

通報制度

　を行うものとする。

※図示　　　・現場にて指示設計ＧＬ

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理にあたらせること。

また、建設工事公衆災害防止対策要綱を遵守する。

技術管理

１．本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材

　　の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化等実施すること。

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出

２．「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守

３．受注者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェスト

　　し、建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。

　　システムにより的確に実施すること。

して承諾を受けること。

バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

こと。また、工事区分の取合いについて図示あるものは、施工前に協議を行うなど連絡を密にすること。

　受注者は、別途工事の施工者との間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、施工上の調整を図る

保管数量についても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

喫煙等については一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

建設機械は国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示）を使用すること。

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、

受注者は過積載等の違法運行防止を図り、道路交通法を遵守すること。

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

　工事車両の出入および経路については、現場協議の上決定し、必要に応じ安全管理員を配置して危険防

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画をたて、省エネ施工に努めること。

　官公署に対する申請や検査に対して、協議、申請書等の作成、提出及び検査対応を請負者にて行うもの

とする。（ただし、非課税の手数料の支払いは除くものとする。）

産業廃棄物の処理

安全対策

総括安全衛生

シンナー等の保管

火気の管理

管理義務者

過積載防止の措置

騒音振動の防止

バリアフリー

別途工事との

連絡協議

施工図等の取り扱い

環境配慮

申請等

止に努めること。

石綿含有建材の事前

調査制度

※大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する法令等に基づき実施

すること。また、調査結果を石綿事前調査結果報告システム等を使用し報告を行うこと。

1. 調査範囲、既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与等は、下記による。

　なお、分析による石綿含有の調査を行う場合は、「建材中の石綿含有率の方法について」（平成１８年

　８月２１日　基発第0821002号、最終改正　平成28年４月13日　基発第3号）に基づく方法により、

　分析方法は特記による。

　　　調査範囲　　　・当該施工範囲　　　・図示

　　　貸与書類　　　・建設当初図面　　　・石綿調査報告書

　　　分析方法　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析方法にて行うこと。

　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析を行った上定量分析を行うこと。

　　する。

2.　調査は、目視、設計図書、石綿有無の調査報告等により確認し、調査結果をとりまとめ監督職員に提出

３.　調査結果は公衆の見やすい場所に作業開始前に掲示すること。

　　　　掲示板サイズ　：　A3サイズ（42.0ｃｍ×29.7ｃｍ）以上

４.　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

22

Ｇ

2

2

2

2

2

2

22

2

2

22

222

2

2

2

22

2

2

2

2

22

2

　　m程度

を見込むこと

外壁面積の　％

を見込むこと

品質・規格等

［4.1.4］［4.2.2］［4.5.7］

指定部

（箇所/m ）

・

※25

指定部

（本/m ）

一般部

注入口の箇所数

※25ml

充てん量

注入量

［4.1.4］［4.5.8］

［4.5.8］［表4.5.1］

［4.1.4］［4.5.9～15］［表4.4.3､4］

接着材の種類

３欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法

※ポリマーセメントモルタル

・

※16

改修工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

４浮き部改修工法

・タイル部分張替え工法用

　伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

・タイル張替え工法

　　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

　接着剤

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用した

外装タイル・石張りシステムの開発』（建設大臣官房技術調

用接着剤の品質基準（案）」に基づく品質性能試験に適合す

査室監修　平成9年2月）」における「外装タイル・石張り

一般部

るタイプ　であり監督職員の承諾するもの又は特記による。

アンカーピンの本数

・

・

※20

・

・・

※16

※16

・

・

・

・

※16

※20

※9

・

※9

・

・

※16

※16

※12

・・

※16

・

※9

・

※16

・ ・ ・ ・

・25ml

※25ml

※25ml

※50ml

※50ml

［4.2.2］

［4.2.2］

※50ml

特注

・

再生材の

適用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

標準

・

なし

・

あり

・

無ゆう

・

役物

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

色

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・・

備考

［4.2.2］［4.5.7､8］

［4.5.7､8］［表4.5.3］

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※9

　　　　　

・

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

施ゆう

・

陶器

・

せっ器

・

磁器

・

きじ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（mm）

形状寸法

　　　　　

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・・

５陶磁器質タイル張り タイルの種類

　タイルの見本焼き　※行わない　・行う

施工箇所

　外装タイル　　　　・密着張り　・マスク張り

　タイルの試験張り　※行わない　・行う

壁タイル張りの工法

　役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

うわぐすり

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

・アンカーピンニング全面 ※12※13 ※25ml※20 ※20

下地面の補修

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・ひび割れ部改修工法

［4.1.4］［4.5.16］

［4.1.4］［4.5.16］

［3.7.2］［表3.7.1］

［4.6.3］［表4.6.1～4］

仕上げの形状

・

 砂壁状

上塗材

耐候性　※耐候形3種　

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・

［4.2.2］

［4.2.2］［4.6.3］

［4.1.4］［4.2.2］［表4.2.3､4］

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

      シーリング用材料

         種類　※改修標仕表3.7.1による

・

工　法

　　　　　

６目地改修工法

１４－４ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

※サンダー工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・高圧水洗工法

　加圧力　※50MPa程度

・伸縮目地改修工法

・目地ひび割れ部改修工法

呼び名種　　類

・外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・外装薄塗材Si

２

３

下地調整材

仕上げ塗材仕上げ

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・防水形仕上げ塗材主材を使用

・ポリマーセメントモルタル

※下地調整塗材

種類、仕上げの形状、工法

塗膜はく離剤

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

・防水形外装薄塗材E

・可とう形複層塗材CE

・可とう形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材Si

処理範囲

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・平たん状

・さざ波状

　樹脂　※アクリル系

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

・ゆず肌状

［4.2.2］（15.5.2）

・複層塗材RE

・複層塗材RS

・可とう形改修用仕上塗材

　防火材料の指定が必要な場合

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RS

・防水形複層塗材RE

・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

　　※建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

・複層塗材E 　溶媒　※水系　・溶剤系

［5.1.3］

［5.1.5］

・

撤去工法

・

かぶせ工法建具の種類

・アルミニウム製建具

・

・

・

・

枠見込み（mm）

・

※図示

・  

　100

※70

・

・

・

・

気密性

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

外部に面する建具

種　別 耐風圧性

・外部

・内部

・ステンレス製建具

・   

※A－3

　A－4

・A種

・B種

・C種

　表面処理

屋内建具

　表面処理　※C－1種又はB－1種

S－4

S－5

S－6

　   ※B－1　・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　　　　　・C－2種又はB－2種（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

水密性

※W－4

　W－5

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.2］［表5.2.1］

施工箇所

備　　　　　　考

［5.2.3］

［5.3.4］

［5.5.4］

［5.5.2］

［5.5.5］

［表5.5.1］

［5.4.2］

（16.6.2）

（表16.6.3）

（16.6.2）

［5.6.4］

防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

特定防火設備の戸　・　適用する

耐風圧性能の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・　適用する

簡易気密型ドアセットの適用は特記による

耐風圧性能の適用は建具表による

※製造所標準製作規定寸法許容差による　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

表面仕上げ　※HL仕上げ 　・鏡面仕上げ　

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強有り）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

・スイングドア

　　　　　・ 製造所標準仕様による

品質規格　※ 改修標仕5.8.3による

※スライデイングドア

建具用金物

　　　　　　　　・鳥の子

※規制対象外　　・第三種

マスターキー　※製作する　・製作しない

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

ふすまの上張り　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

センサの種類開閉方法

［5.6.2､3］［表5.6.1､2］

［5.8.3］［表5.8.1］

［5.3.2］［表5.3.1］

［5.7.2､3］［表5.7.1～3］

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

改修工法の適用１５

見本の製作等

アルミニウム製建具

２

３

建
具
改
修
工
事

網戸

鋼製建具

４

５

ステンレス製建具

自動ドア開閉装置

７

８

鋼製軽量建具６

引戸装置

自閉式上吊り９

木製建具

建具用金物

１０

１１

※無し

［5.12.2］

防火認定

［5.12.5］

・有り

［5.12.3］

パターン

材　　種

　吊金物

寸法（mm）

※建具表による

・ガラスブロック

　・ピボットヒンジ

ガラス留め材

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

建具の種類

※シーリング材 

※シーリング材 

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

色　　調

※クリア　・熱線反射

・乳白　　・カラー（　　　　　　）

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

張り面

※内張り　・外張り

職員に提出する。

名　　称

※ガラス飛散防止フィルム

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類

品質JIS A 5759による

・

耐風圧性能（　　　）N/m

耐風圧性能（　　　）N/m

種　類

第2種

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

［5.9.2］［表5.9.1］

［5.12.2］［表5.12.1］

性能値

飛散防止率　D1

JASS17 ガラス工事　「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督

　改修標仕5.12.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

［5.9.2］

［5.10.3］

［5.9.2］

［5.10.4］

［表5.10.2］

開閉形式

ガイドレール等

耐風圧性能（　　　）N/m

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

   ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

   ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

危害防止機構　　　　　　　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

　※鋼板製　　　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

［5.10.2］［表5.10.1］

開閉機能

ガラス１２

ガラス留め材及び溝１３

ガラス用フィルム１４

重量シャッター１５

軽量シャッター１６

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.7］

備　考

※

・

・

注入量（ml/ｍ）

※ 40　 　

※ 70　 　

※ 130　  

［4.1.4］［4.4.2］［4.4.5］

・

・

ひび割れ幅（mm）

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.5以上～1.0未満

0.3以上～0.5未満

※50～100

注入口間隔（mm）

※100～200

※200～300

※150～250

※充てん工法２欠損部改修工法

（％）

長さ変化率

（N/mm ）

曲げ強さ

撤去

２

１既存モルタル塗りの

ひび割れ部改修工法

　注入工法

４－２

0.20以下 4.0以上

3.0（％）以下

硬化収縮率

10％以上

引張接着性

最大引張応力

破断時の伸び

1.0N/mm 以上

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

・行う（※全面　・図示の範囲）

※樹脂注入工法

 （※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、3.欠損部改修工法による）

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

・機械式エポキシ樹脂

［4.2.2］

［4.3.4］

備　考

［4.1.4］［4.2.2］［4.4.6］

　※行わない　・行う

［4.1.4］［4.2.2］［4.4.7］

ポリマーセメントモルタルの充てん

品質・規格等

・

　ポリウレタン系シーリング材

※1成分形又は2成分形

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

［4.4.2］［4.6.3］

品質・規格等

［4.1.4］［4.4.8､9］

［4.2.2］

注入量指定部

充てん量

一般部

※行う　・行わない　・図示

塗り厚25mmを超える場合の補強

［4.1.4］［4.4.10～15］［表4.4.3､4］

注入口の箇所数

（箇所/m ）

材　　料

ポリマーセメントモルタル

一般部

改修標仕4.2.2（g）による

指定部

アンカーピンの本数

（本/m ）

　 　

　注入材料

・シール工法

0.40以上

熱劣化冷熱水中繰返し

0.40以上

熱劣化

20以上

1.00以上

20以上

1.00以上

アルカリ温水

50以上50以上

・充てん工法

３欠損部改修工法

４浮き部改修工法

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Uカットシール材充てん工法

充てん材料

・シーリング用材料

　・パテ状エポキシ樹脂

・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

　・可とう性エポキシ樹脂

　（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

　（※シール工法の範囲　・　　　　　　　　）

・可とう性エポキシ樹脂

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類

・モルタル塗替え工法

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　　　）

（モルタルを撤去しない場合）

改修工法の種類

　注入工法

温冷繰り返し後標準時

接着強さ（N/mm ）保水率

（％）

・既製調合モルタル

単位容積質量

（kg/ｌ）

圧縮強さ

0.40以上0.60以上

50.0N/mm 以上

加熱変化

1.0N/mm 以上

30.0％以上

低温性

1.0N/mm 以上

30.0％以上

70.0以上

初期硬化性（標準）

2.0N/mm 以上

・パテ状エポキシ樹脂

性  能

引張強さ

比重

押出し性

スランプ

伸び

・可とう性エポキシ樹脂

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

1.80以上

6.0N/mm 以上

接着強さ（標準）

常温物性

1.0N/mm 以上

30.0％以上

60秒以下

3mm以下

表示値±0.10

２４

外
壁
改
修
工
事
　
共
通
事
項

改修材料

標準

0.60以上

低温硬化

0.40以上

低温

30以上

標準

30以上

1.00以上 1.00以上

高温

50以上75以上

接着強さ

強度（N/mm ）

皮膜物性

伸び（％）

凝集破壊率（％）

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・タイル部分張替え工法用材料

　ｂ．タイル、石材、下地等を侵すものでないこと。

　ａ．外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

　貯蔵安定性　　　容積と粘度に著しい変化がないこと。

引張強さ（N/mm ）

　　　　　　　　　ていること。

圧縮強さ

20.0N/mm 以上

　　　いこと。

接着強さ

1.0N/mm 以上

　　用しないこと。

　ｅ．ずれ抵抗性があること。

　　　品質性能に適合していること。

　ｆ．混練終結時の確認が容易なように色が明瞭であること。

・エポキシ樹脂モルタル

ｂ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｄ．形状に異常が無く、だれが生じないこと。

ａ．こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上がりが良好であること。

　　品質性能に適合していること。

5％以下加熱減量

　ｃ．常温・常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は

　　　製造後6か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

　ｃ．常温・常湿（温度２０±１５℃、湿度６５±２０％）において製造所の指定する期間又は

　　　製造後6か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

　ｃ．「化学物質の審査および製造等の規則に関する法律」に基づく特定化学物質及び「労働安

　　　全衛生法」に基づく、「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を使用しな

　ｄ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6か月保存しても上記の

ｃ．「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第1種有機溶剤を使

ｅ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6か月保存しても上記の

30.0N/mm 以上

曲げ強さ

30以上

1.00以上

アルカリ温水

50以上

0.40以上

　耐熱性　　　　　JIS A 5548に準じた試験において、80℃で4週間、9.8Nおもりで安定し

曲げ強さ

10.0N/mm 以上

※25ml

※25ml

・

※25ml

※25ml

※50ml

・25ml

・・

※12

・・

※9

※12

※16

※20

※20

［4.2.2］

・

・

※50ml

［4.2.2］

・

・

・

・

※9 ※16

・

・

・

・

※13

※16

・

・

・

・

※9

※9

※13

・

・

・

・

※9

※25

※16

※16

※16

※20

※20

備　考

［4.2.2］

・

※

※ 40　 　

・

※ 70　 　

※ 130  　

注入量（ml/ｍ）

［4.1.4］［4.3.4］［4.5.5］

・

・

0.3以上～0.5未満

ひび割れ幅（mm）

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.5以上～1.0未満

※50～100

注入口間隔（mm）

※100～200

※200～300

※150～250

　　　　　

　　　　　

湿潤時 低温時

0.5以上

耐久性

以上

15％以下

吸水性

（72時間）

5.0N/mm　

（劣化曲げ強さ）

１既存タイル張りの

撤去

２ひび割れ部改修工法

　注入工法

　注入工法

　注入材料

４－３
［4.1.4］［4.3.4～6］

界面破断率（％）

50％以下

［4.2.2］

※

・

※ 40　 　

※ 70　 　

・

※ 130　  

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

注入量（ml/m） 備　考

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

※樹脂注入工法 

改修箇所　※既存タイル張り面

　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

・機械式エポキシ樹脂

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

［4.3.4］

備　考

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.5､6］

品質・規格等

・

※1成分形又は2成分形

　ポリウレタン系シーリング材

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　 　

［4.3.4］

備　考

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.5］

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.6］

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Uカットシール材充てん工法（既存タイル張り撤去面）

充てん材料

・シーリング用材料

・可とう性エポキシ樹脂

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

1.0以上

標準時

圧縮強さ

（N/mm ）

20.0以上

以上

曲げ性能

5.0N/mm　

（材齢28日）

以上

引張接着性

（材齢28日）

0.5N/mm　

曲げ強さ

（N/mm ）

6.0以上

3以上

広がり速度

（cm/s）

・ポリマーセメントモルタル

　ポリマーセメントモルタルの種類

　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

　　　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　　透水性　　　　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

・ポリマーセメントスラリー

（収縮）

長さ変化率

3％以下

吸水性（ｇ）

30分で1g以下

・

※100～200

※200～300

※50～100

・

※150～250

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.5以上～1.0未満

0.3以上～0.5未満

ひび割れ幅（mm）

　粘調係数

・吸水調整材

※樹脂注入工法

項目

品質・性能

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

　注入材料

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

注入工法の種類

0.50～1.00

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

全固形分（％）

表示値±1％以内

　保水係数 0.35～0.55

１４－１ ひび割れ部改修工法

・

※1成分形又は2成分形

　ポリウレタン系シーリング材

品質・規格等

　 　

充てん材料

・シーリング用材料

・シール工法

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Ｕカットシール材充てん工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リ
｜
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

　　　表面状態　　　だれの下がり量は5mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

接着強さ　（N/mm ）

0.8以上

接着強さ（N/mm ）

0.98以上

注入口間隔（mm）

０２建築工事特記仕様書（2）

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事



Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

０３建築工事特記仕様書（3）

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

７

塗
装
改
修
工
事

2

2

2

2

5

5

分析による確認　　

  線回折分析法による定量分析を行う。（ただしH8,3,29付基安発第188号｢建築物の耐火等

アスベスト含有調査１９

環
境
配
慮
改
修
工
事

［8.2.4］

［8.2.11］

［8.21.7］

［8.21.5］

［8.19.8］［8.21.5］

１打増し壁に用いる

シアコネクタ

　間隔（mm） 　※500×500　・図示

　　　・2.00×10 N/mm 以上

　　　・2.35×10 N/mm 程度

　　　・3000N/mm 以上

　　　・2500N/mm 以上

３柱補強

４

コンクリートの打込み

連続繊維シート巻き

工法

材質

　流し込み工法または圧入工法

材料・形状

　採用した工法の規定を満足するもの

　引張り強度（含浸硬化後）

　ヤング係数（含浸硬化後）

　※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　・図示

２増設・補強工事の 工法の種類

現場打ちコンクリート壁の打増し部に用いる既存部とのシアコネクタ　

　種類　　 　 　　※「24　あと施工アンカーの材料」による

［8.21.7］

［8.21.7］

［8.22.2］

　　　※行う　・行わない

　　　※工法の評価内容による

　・

５スリットの施工

下地調整

　仕上げモルタルの除去

柱の隅角部の面取り

スリット部の配管等の探査

　・はつり出し

　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

  定性分析は厚生労働省通達H26.3.31付基発第0331第31号｢建材中の石綿含有率分析方法｣

調査方法 1材料あたりの試料数材　料　名

・行う（下表による）　　・調査済

・有　・無

調査結果

外部軒天アクリルリシン

外壁吹付タイル

・有　・無

Ｇ

Ｇ

Ｇ

2

Ｇ

3

   ※　行う

吹付けアスベストの施工数量調査

アスベスト粉じん濃度測定   ※　行う

      除去範囲､除去方法は図示

  表9.1.1及び表9.1.2による他、関係法令及び関係条例に定める方法により測定する。

除去工事を行う当該建物の敷地境界において、規制のある場合はその規制に従う。

　・劣化,損傷によりたい積したアスベスト除去を行う。

吹付けアスベストの除去範囲の家具等及び設備機器

［9.1.2］［表9.1.1､2］

［9.1.1］

［9.1.3］

［9.3.2］

［9.1.3］

［9.3.2］

［9.3.3］

厚さ（mm）

※ 図示　　

含有率

一般事項

      除去範囲､除去方法は図示

アスベスト粉じん濃度測定

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

材料名（製品名）

   　　　　　測定室　　　　　・図示

設備配管の保温材の撤去

　　　　　　・行う　　　　図示

   ※行う　　測定室　　　　　・図示

吹付けアスベストのアスベスト処理後の機能回復のための工事   　※図示

アスベスト含有保温材等の施工数量調査　　※行う

　　　　　9.1.2(a)(i)及びアスベスト含有保温材等の種別の確認

含有するアスベストの種別

・ロックウール

・フェノールフォーム

・グラスウール

防火性能

断熱材の種類

施工調査　　　※行う

・

外装材の種類

・硬質ウレタンフォーム(ノンフロン　 )

既存外壁の仕上材の撤去　　　　・有り　　　・なし

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

材　料　名

・ビーズ法ポリスチレンフォーム(ノンフロン　 )

・押出法ポリスチレンフォーム(ノンフロン　 )

処理を行う範囲

   関係法令、都道府県の条例等を遵守し、必要な官公署手続き及び処理工事作業を行う。

　　　　　表9.1.1及び表9.1.2による他、関係法令及び関係条例に定める方法により測定する。

［9.1.2］［表9.1.1～9.1.2］

　・養生内の電灯設備等の取外し､撤去を行う。

アスベスト除去工事２

アスベスト含有保温

材等の処理工事

（レベル2）

３

処理等

アスベスト成形板の

（レベル3）

４

外断熱改修工事５

［9.3.4］

［9.4.2］

［9.6.1］

［9.7.3］

　　　　　　　　　　　　　　

システムの種類

特記無き事項は、製造所の仕様による。

複層ガラスの厚さ　　建具表による

路盤材料

   ・管理型　　　　　・省管理型

その他特記事項は図示

   ※再生クラッシャラン（RC－40）

　透水性の高いものを使用する

質量の上限値（　　　　　）kg/ｍ

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

   ・クラッシャラン（C－40）又はクラッシャランスラグ（CS－40）

通気層　　・有り（　　　　mm）    ・なし

断熱性・日射遮へい性による区分　　　　※ U3－1    ・ U3－2

路床安定処理

盛り土に用いる材料

   ・A種　　※B種　　・C種　　・D種

   ※添加材料による安定処理

　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　厚さは図示

アスファルト混合物

   車道部　※改質アスファルト　型

   歩道部　※ストレートアスファルト

路床締固め度の試験     ※行う

　   　　　　・高炉セメント　Ｂ種

   　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

　   　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

・遮断層　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　

路床土の支持力比試験    ※行う（※乱した土　・乱さない土）

　   添加量　　　　kg/m （目標CBR　※5以上　・　　　　）

遮断層及び凍上抑制層の材料

［9.7.4］［表9.7.5］

［9.7.3］［表9.7.1］

［9.7.3］［表9.7.3］

［9.7.6］［表9.7.7］

・第一次判定

・第二次判定

　採取箇所　※図示　　　　

　採取箇所数　　　　　計　　図示　　

・除去処理工事

　分析回数　　　　　　計　　箇所

　除去範囲　※図示　　　　

   アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する。

　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

透水性舗装 ［9.7.9］

ガラス改修工事

屋上緑化改修工事

６

７

透水性アスファルト

舗装改修工事

８

PCB含有シーリング

材処分

９

  吹付け材の石綿含有率の判定方法について｣による分析は行わないこと）

　　種　別 　　　　　　　　　　　施　工　箇　所

・ＲＡ種 ・図示による

※ＲＢ種

・ＲＣ種

※ＲＡ種、ＲＣ種以外の全て(内部)　　・図示による

・図示による

　※行う（補修範囲及び補修方法は監督員の指示による）　・行わない

 下地の種類

鉄鋼面

亜鉛めっき面

錆止め塗料の種別

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

  塗替えの種別

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ｃ種

  新規塗りの種別

 見掛かり部分　※Ａ種 ・Ｂ種

 見隠れ部分　　・Ａ種 ※Ｂ種

 その他　　　　・Ａ種 ※Ｂ種

 新規鋼製建具等※Ａ種 ・Ｂ種

　 ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP)

その他

鋼製建具
各表の注意

書きによる・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　　 下地の種類 　　　塗替えの種別

木部

※亜鉛めっき面

・鉄鋼面

※亜鉛めっき面

※鉄鋼面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種

　　　新規塗りの種別

下地調整は

・Ａ種　※Ｂ種※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　 非水分散系塗料

(NAD)

工程等下地の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ、

  ﾓﾙﾀﾙ面等

下地調整

塗り種別

　　　塗替えの種別

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・Ａ種　　※Ｂ種

｢塗料その他｣の欄による

・Ａ種　※Ｂ種

 新規塗りの種別

(DP)  新規塗りの種別

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

※Ａ種

※Ａ種

・２級

・３級

・１級

・２級

・３級

　 下地の種類

鉄鋼面

　　塗替えの種別

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 上塗り

・１級

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

　 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP-G)

   ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP)

鉄鋼面

亜鉛めっき面

　　塗替えの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

　　 下地の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

木部

・Ａ種　※Ｂ種

　　　新規塗りの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

SS400

2

全て

（7.10.3）

（7.8.3）

工場１回、現場１回塗

※　Ｂ種 (JIS K 5621　１種)　　・　Ａ種（JIS K 5622　１種）塗料の種類

塗装回数

規格等

※JIS規格による

［8.2.7］［表8.2.5］

※JIS規格による

※JIS規格による

［8.2.8］

［8.14.11､12］

［8.12.9］

鋼材 鋼材の材質

種類の記号

１８

１７スカラップ

高力ボルト

１９

２０

２１

鉄骨工作仮組

溶接部の試験

錆止め塗料

※改良型スカラップ　

高力ボルトの適用

・行う　※行わない

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　※行う

適用箇所

　※トルシア形高力ボルト　・JIS形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

所要性能及び適用構造区分

［8.17.2～6］

［8.19.3］［8.20.3］

［8.2.4］

［8.11.2］

［8.11.5］

種　　別

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

２２耐火被覆材

　・

　・

の目荒し

２３既存コンクリート面 適用範囲

　※既存コンクリートとの打継ぎ面

目荒らしの範囲

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材

　吹付け

・耐火板張り

　※壁面　打継ぎ面又は接合面全面の1/3程度

　　　　　　　　　　　　　　・全ねじボルト

　　　　　　・行わない

　　　　・はつり出しによる

材料

２４あと施工アンカーの

穿孔

２５

２６あと施工アンカーの

あと施工アンカーの

施工確認試験

アンカー筋　※行う（確認強度は図示による）

あと施工アンカーの材料

　・金属系アンカー（耐震補強用）

　※接着系アンカー

穿孔前の埋込み配管等の探査

　範囲　※あと施工アンカー施工部分全て　・図示　

目荒らしの程度

　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

　※平均深さ5～10mm（最大深さ10～15mm）程度の凹部を施す

　　　アンカー筋の種類　　　※鉄筋コンクリート用棒鋼　

　　　接着剤の品質　　　　　※有機系　　　　　　　　　

　方法　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

　※柱,梁面,壁面　打継ぎ面又は接合面全面の1/3程度

品質等

断熱抵抗

＝0.676以上

・

　　　　開発」において、評価を取得したもの

厚さ（mm）

※40以下

＝厚さ／熱伝導率

　（m ・kl/w）

・

種　類

・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

２７断熱材兼用型枠

・断熱材兼用型枠

施工箇所

※壁（図示の範囲）

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

※適用する施工管理技術者１５

（7.1.4）

８-２

耐
震
改
修
工
事

2

2

適用箇所

［8.9.1､2］［8.9.4］

［8.1.5］

［8.9.3］

スランプ

（cm）

※15又は18

・

※18

設計基準強度Fc

（N/mm ）
粗骨材の最大寸法

※25mm

・20mm

１２高い強度の

コンクリート

　 　

　※混和剤

１３鉄骨製作工場

混和材料

１１無筋コンクリート

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※高性能AE減水剤標準形又は遅延形

　・27　・30　・33　・36

製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

種　類

設計基準強度Fc（N/mm ）

　のある工場。

適用箇所１４

溶接条件

入熱,パス間温度の

　※図示　

入熱、パス間温度の溶接条件

　適用箇所　・図示　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　※図示　　　　　　　

　※柱,梁,ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　に定める「（　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

［8.2.1］［表8.2.1］１８-１ 鉄筋の種類

［8.2.2］

規格

JIS G 3551による

適用箇所

［8.3.4］［表8.3.3］

［8.3.5］［表8.3.6］

［8.3.4］［図8.3.4］

［8.3.9］

・

※6.0

鉄線の径または呼び（mm）

※D16以下　　　　

※D19以上　　　　

呼び名（mm）

・

種類の記号

・SD345

・SD295A

・

※100×100

・ガス圧接

継手方法

・

・重ね継手

継手工法

網目の形状、寸法及び鉄線の径　　　　　

網目の形状、寸法（たて×よこ）

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。

※ 1 0 　

施工箇所

柱の配筋

　　※超音波探傷試験

　　・引張試験

圧接部の確認試験

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

　　帯筋の組立ての形の種別

　　　・H形　・W－　形　※W－　形

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

２

３

４

耐
震
改
修
工
事
及
び
耐
震
改
修
範
囲
以
外
の
躯
体
改
修
工
事

５

６

溶接金網

鉄筋の継手

鉄筋及び溶接金網の

最小かぶり厚さ

各部の配筋

ガス圧接

呼び名（mm）

改修標仕 表8.3.6の値に加える寸法（mm）

2

2

2

3

Jロートによる流下時間

終結時間　　10時間以内

0.30kg/m 以下

練混ぜ完了から3分以内の値は   8±2秒

凝結開始時間　　1時間以上

1)日本道路公団規格（JHS）「無収縮モルタル品質管理試験

　方法」312－1999による。

材齢7日　　収縮しないこと

練り混ぜ2時間後のブリージング率　:　2.0％以下

材齢28日　45.0N/mm 以上

材齢28日　3.0N/mm 以上

材齢3日　  25.0N/mm 以上

2)塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

　の9.6塩化物量の試験方法による。

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

ブリージング

付着強度

塩化物量

試験方法

無収縮モルタルの品質及び試験方法

コンシステンシー

（各重量比）

　　（セメント＋混和材） : 砂＝1：1

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネー

ト等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または

早強ポルトランドセメントとする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するも

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

混和材

セメント

砂

配合比

無収縮モルタル

2

2

3

2

［8.2.10］グラウト材

　※無収縮グラウト材

Jロートによる流下時間

定しない。

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　　　10時間以内

練混ぜ完了から3分以内の値は   8±2秒

材齢7日　　収縮しないこと

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

材齢3日　  20N/mm 以上

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するも

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または

早強ポルトランドセメントとする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネー

ト等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

0.30kg/m 以下

1)日本道路公団規格（JHS）の「無収縮モルタル品質管理試験

　調合形で混和材が同一の場合はプレミックスのみ試験を行う。

　方法」312－1999による。 なお、プレミックス形と現場

材齢28日　2.5N/mm 以上

2)塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

　の9.6塩化物量の試験方法による。

材齢28日　40.0N/mm 以上

混和材

セメント

砂

ブリージング

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

試験方法

付着強度

塩化物量

無収縮グラウト材　プレミックス及び現場調合形

コンシステンシー

無収縮グラウトの品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

無収縮モルタル及び無収縮グラウト材の仕様は以下による

［8.2.5］［表8.2.3］

［8.2.5］［8.5.8］

［8.2.10］（7.10.3）（表7.10.2）

7d

28d

352J/g以下

402J/g以下

９普通コンクリート

水和熱

混和材料

１０モルタル及び

グラウト材

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

　・高炉セメントB種

　混和材料の種類

　　　※混和剤 

　　　・混和材

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

柱底等の均しモルタル

　※無収縮モルタル

　・標仕表7.10.2によるB種

［8.1.3］［表8.1.1］レディーミクストコンクリートの類別７

及び強度

コンクリートの種類

標仕による８温度補正

   模様塗料塗り

(EP-T)

(UC)

(OS)

(WP)

・Ａ種　※Ｂ種

下地調整は表の注意書きによる

 新規塗りの種別　　　　　　　塗 替 え の 場 合

　 下地調整

ＲＢ種の場合

　　　塗替えの種別

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　　　　　適 用 箇 所 　　　　　　　　　塗　料

・　

・　

・油性　　・水性

・油性　　・水性

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

１ 材料

２ 下地調整

３ 錆止め塗料塗り

４ 合成樹脂調合

５ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り(CL)

６ ｱｸﾘﾙ樹脂系

７ 耐候性塗料塗り

８ つや有合成樹脂

９ 合成樹脂

12 ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

10 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

11 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

13 木材保護塗料塗り 塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                     　　　　　　　　　　   [7.14.2][表7.14.1]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [7.13.2][表7.13.1]

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種               　　　　　　　　　　         [7.12.2][表7.12.1]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.11.2][表7.11.1]

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　             　　　　　　　　　　 [7.10.2][表7.10.1]

　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　    [7.9.2]～[7.9.5][表7.9.1]～[表7.9.4]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.8.2]～[7.8.4][表7.8.1]～[表7.8.3]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.7.2][表7.7.1]

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種            　　　　　　　　　　              [7.5.2][表7.5.1]

                                   　　　　　　　　　　   [7.4.3]～[7.4.5][表7.4.1]～[表7.4.3]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.3.2][7.3.3][表7.3.1]～[表7.3.4]

既存ﾓﾙﾀﾙ下地面等のひび割れ部の補修　 　       　  　　　　　　　　　　      [表7.2.4～表7.2.6]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.2.1～7.2.7]

屋内の壁及び天井仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料とする。　　[7.1.3]

[表6.4.1］

［6.14.3］

１６

１５

１５

１８

※ １６

温度補正値

標仕による３

強度割増ΔＦ

標仕による

ΔＦ　割増強度

標仕による

Ｆｃ　設計基準強度（Ｆｏ）に対応した換算強度（２８日圧縮強度，Ｎ／㎜２）

躯体

土間、捨コンクリート

施　　工　　箇　　所

普通コンクリート

※ １８

・ １８　※ ２１　・ ２４ 

設計基準強度Ｆｏ（Ｎ／㎜ ）

発注強度＝Ｆｃ＋ΔＦ＋Ｔ

　※　類　・　類

［6.1.4］

Ｔ　　温度補正値

スランプ
２

※定性分析（　・　）　※定量分析（　・　）

※定性分析（　・　）　※定量分析（　・　）

※定性分析（　・　）　※定量分析（　・　）

※定性分析（　・　）　※定量分析（　・　）

・有　・無外部軒天ケイカル板

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

（以下｢分析方法｣という｡）に基づく定性分析を行う。定量分析は分析方法に基づくエックス

外部軒天ケイカル板



Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

植込

油庫

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

第１ポーチ

第２ポーチ

池

中庭 中庭

プ－ル附属棟

女子男子
機械室

男子 女子

合併浄化槽

キューピクル

受水槽

機械室
LPG庫

自転車置場

体育館棟

北校舎棟（教室棟）

南校舎棟

遊具置場 前庭

車寄

（管理教室棟）

運動場

■特記事項

・生徒及び職員の安全と事故防止に努めるとともに、場内を工事用車両等が通行する場合は、

　交通誘導員が通行人の安全を確認誘導するとともに、工事用車両の徐行を励行すること。

　決定すること。

・施工に際して施工時期・工法等について、監督職員及び施設担当者と十分打合せ協議の上、

・工事時の騒音、粉塵対策にも十分配慮した施工計画を作成すること。

・騒音又は振動を伴う工事については、学校側と随時協議を行い、授業、学校行事に支障な

　きよう実施工程を作成すること。

・施工に際しては適切な落下・墜落防止措置を講じること。

・本工事により、既設建物・舗装等に損傷・破損等を与えた場合、速やかに監督職員に報告

　し、請負者の責任において現況復旧を行うこと。

・新型コロナウイルス感染症対策において、作業員昇降足場設置時は換気効率が低下する場

　合がある為、有効な換気対策を考慮した施工方法について調整を行うこと。

■凡例

本工事対象部分を示す。

本工事対象外部分を示す。

工事車両進入経路を示す。

職員・来館者進入経路を示す。

■工事概要

A1：1/400
A3：1/800付近見取図・配置図・仮設計画図

配置図　　S=1/400

０４

EXP-J

・南校舎の屋上及び外壁等の外装改修工事

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

渡廊下A

渡廊下B

・鉄骨屋外階段及び渡り廊下Aの鉄部塗り替え工事

工 事 場 所

農

道

市

道



警報器

第１階段

コート掛

Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/200
A3：1/400

U
P

4,
97

0

12,650

物入

手洗

テラス

手洗い

廊下

押入

男子
便所

便所
女子

テラステラス

植込

通路

池足手洗

植込

廊下

廊下

下足箱

コート掛

下足箱

手洗 消火栓

PS

第３階段

第２階段

倉庫

PS

植込

足洗

手洗

足洗

手洗

手洗

手洗

第１ポーチ

床
の

間
押

入
押
入

前室踏込

車寄

浴室

分電盤

PS

手洗

植込 植込 植込

消火栓

PS

第２昇降口

消火栓

本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す

7
,
20
0

2,
5
0
0
1
,
0
00

2
,
5
0
0
1
,0
0
0

7
,2
0
0

2
,
5
0
0

2,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
7
0
0

4
,
75
0

3,
2
5
0

2
,
00
0

3
,
7
50

3
,
75
0

2
,
5
00

9
,
7
00

4
,
0
0
0

48
,
4
0
0

4
,
7
5
0

9
,
0
0
0

4
,
7
5
0

200 4,000 4,000 2,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

2,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
7
0
0

7
,5
0
0

2
,
50
0

3
,
7
50

3
,
75
0

2
,
5
00

9
,
7
00

4
,
0
0
0

48
,
4
0
0

3
,5
0
0

1
8,
5
0
0

2
2
,
0
0
0

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

333231183029282726252423

35,300

3,8003,3507,0007,0007,0007,150

3,6503,500

4,000 4,000 4,000 4,500 4,500 4,500 4,300 3,000 4,300 4,500 4,500

46,100

91,500

配膳ｺｰﾅｰ
ランチルーム

社会・算数
備品室

渡り廊下A

渡り廊下B

図工室器具庫

ホ
ー

ル

玄関

第1ﾎﾟｰﾁ

アリーナ

女子WC第2ﾎﾟｰﾁ男子WC

控室1

ステージ

放
送

室

控
室

２

生活科室
ＣＲ

第２ポーチ

ＣＲ

第２ホール

倉庫

ｵｱｼｽﾙｰﾑ 保健室
玄関

玄関ホール

職員便所

校長室 職員室

廊下 廊下

売店
更衣室

台所

洗面

用務員室
スタジオ

放送室

倉庫

印刷室

第１昇降口

家庭科室

第１ホール

配膳室

更衣室

家庭科調理室

現況　１階平面図

現況　１階平面図　　　S=1/200

０５
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びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

排水溝

植込

植
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排水溝

排
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排
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植込植込

植
込
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手洗

植込

屋外階段

女子便所

男子便所

EXP-J

EXP-J

EXP-J

EXP-J

排水溝

排水溝

排水溝 排水溝 排水溝

排水溝
排水溝

排水溝

排
水

溝



Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/200
A3：1/400現況　２階平面図、外部仕上表 ０６

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

バルコニーA

DN

PS

本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す
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屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5
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手摺 手摺
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手摺

手摺手摺

手摺

手摺(バルコニー)仕様

スチール製手摺 バー (□－100×50)　Ｌ(全長)＝156.19ｍ

　　同　上　　 支柱 (□－100×50)　Ｈ950　33ヶ所

　　同　上　　 支柱 (□－100×50)　Ｈ200　181ヶ所

EXP-J

手摺

グレーチング

CPL



Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/200
A3：1/400

０７

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

G G G

DN

PS

本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す
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改修　２階平面図　　　S=1/200

バルコニーC

バルコニーC
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KaKa Kb

M
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M
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A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5
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外
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EXP-J

手摺 手摺

手摺

手摺 手摺

手摺

手摺

手摺手摺

手摺

【やり替え】ステンレス(SUS)製手摺 バー (Φ34 ｔ2.0 HL)　Ｌ(全長)＝156.19ｍ

改修 手摺(バルコニー)仕様

【やり替え】　　　同　上　　　　  支柱 (Φ34 ｔ2.0 HL)　　　Ｈ950　　　　　 33ヶ所

【やり替え】　　　同　上　　 　　 支柱 (Φ34 ｔ2.0 HL)　　　Ｈ200　　　　　181ヶ所

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＰＬ(SUS 135×120×6 HL) ｵｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ固定 181ヶ所

【新設】　　　　　同　上　　 　　 支柱 (Φ34 ｔ2.0 HL)　　　Ｈ200　　　　　　1ヶ所

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＰＬ(SUS 135×120×6 HL) ｵｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ固定 　1ヶ所

【新設】手摺

EX
P-
J

S=1/30

9
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S=1/30

手摺バー

手摺支柱

9
5
0

20
0

【撤去工事】

現 況 手 摺 詳 細 図

▽バルコニーＡ 床面

改 修 手 摺 詳 細 図

【改修工事】

▽バルコニーＡ 床面

防水モルタルt30

RC造壁 厚150

RC造壁 厚150

ステンレス製手摺(Φ34 ｔ2.0 HL)にやり替える

スチール製　ロ-100x50x2.3 FP塗装

スチール製　ロ-100x50x2.3 FP塗装

スチール製手摺支柱は躯体面で切断し錆止め塗装の上モルタル埋めとする

5
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手摺支柱

手摺バー
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防水モルタルt30

RC造壁芯
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ｵｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ 2本
BPL(SUS 135×120×6 HL)

2222

ステンレス製　Φ34 ｔ2.0 HL

ステンレス製　Φ34 ｔ2.0 HL

ステンレス製手摺支柱

ｵｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ 2本
BPL(SUS 135×120×6 HL)

ジョイントパイス

グレーチング

CPL

EXP-J

改修　２階平面図、外部仕上表、改修手摺詳細図

手摺

バルコニーA

4
,
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1,825

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＰＬ(SUS 135×120×6 HL) ｵｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ固定　 33ヶ所
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ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/200
A3：1/400現況　屋上平面図、外部仕上表 ０８
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本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す
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現況　屋上平面図　　　S=1/200
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Fb

Fb

A

B

C
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棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

EXP-J

EXP-J

EXP-J

EXP-J
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/200
A3：1/400改修　屋上平面図、外部仕上表 ０９

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す
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改修　ＰＨ階平面図　　S=1/200

改修　屋上平面図　　　S=1/200

Fb

Fb
Fb Fb

Fb

Fb

Fb Fa

Fa

Fa

Fa

Fa Fa

Fa

Fa

Fa

Fa

Fa

Fa Fa

Fa Fa

Fa

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

EXP-J

EXP-J

EXP-J

EXP-J
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工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

１０立面図（1）

1

1
1

11

AD-101AWD-101AW-101 AW-1 AW-1AWD-4 AWD-4 AWD-4 AWD-4 AW-8 AD-1

AW-105 AW-3AWD-5AW-101 AWD-101 AW-103 AWD-102 AWD-5 AW-1 AW-1 AW-1AWD-4 AWD-4

1

1

1

11 1

AW-1 AW-1 AW-1AW-8 AWD-3 AD-1AD-1

AW-1 AW-1 AWD-5AW-1AW-1AWD-4 AWD-4 AW-3

(*)

(
*
)

＊

＊

32,7503,820AD-1

建具寸法一覧表

数量高(㎜)幅(㎜)符号

AWD-3 3,820(3,022.5) 2,950(2,050)

AWD-4 3,820(2,155) 2,950(2,050)

AWD-5 3,820(2,155) 2,950(2,050)

8

AW-1 3,820 2,050

AW-8 1,655 2,050 2

AW-3 3,820 2,050

1AD-101 1,600 2,950

AWD-101 2,950(2,050)3,320(1,695) 2

AW-101 3,320 2,050 2

AWD-102

AW-103

3,805(2,205) 2,950(2,050) 1

3,805 2,050 1

AW-105 2,0501,600 1

本工事対象外範囲を示す

【凡例 】

本工事対象範囲を示す
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A1：1/100
A3：1/200

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

4

10

7

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8
渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

13 13 13 13

13 13 13

13 13 13

13

南側立面図　　　S=1/100

　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

1
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AW-1AW-1

1

3

15

2

14

14

屋根：銅板一文字葺き 高圧洗浄（10～15Mpa）
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１１立面図（2）
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本工事対象外範囲を示す

【凡例 】

本工事対象範囲を示す
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手洗・足洗場 手洗・足洗場

76

6

AW-102

AW-102

AW-102

AD-3

建具寸法一覧表

数量高(㎜)幅(㎜)符号

2,320 2,600 1

AD-6

AD-7

1,665 2,000

1,665 2,000

1

1

AW-104 AW-104
AW-106

AW-19 600 1,700

AW-18 1,560 2,490 1

5

AW-3 3,820 2,050 2

3,820AW-5 1,770

2,835 1,300AW-10

AW-1 3,820 2,050 2

AW-11 1,800 1,700 2

AW-12 11,800 1,700

AWD-1 33,820 2,600

3

13

AW-102 3,320 1,700 3

AW-104 3,805 1,700 2

AW-106 1,625 1,300 1

AD-102 800 2,475 1

AD-102

11

渡り廊下A

13
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びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

13

1

AW-18

1013 13 1313

1313 13

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

北側立面図　　　S=1/100

11

13 13

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

E
X
P
.
J

9

AW-5

AW-10

AW-10

高圧洗浄（10～15Mpa）屋根：銅板一文字葺き



AWD-2

Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

AW-9 AW-17

AW-9 AW-17

1

1

1

1

1
1

1

1
1

１２立面図（3）

符号 幅(㎜) 高(㎜) 数量

建具寸法一覧表

AWD-2 3,670 2,600 1

AD-2 3,795 2,750 1

AWD-8 3,820 2,650 1

AW-11

AW-16

1

2

1,800 1,700

1,485 900

AW-9 3,470 1,300

AW-17 1,180 1,300 2
本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す

8

4
6

6

手洗・足洗場

1

6
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11

10 13

1

2
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6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

東側立面図　　　S=1/100

西側立面図　　　S=1/100

1313 13

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

13

E
X
P
.J

14

E
X
P
.J

1

1

1

1

12

南

校

舎

1

1

1

1
1

1

1

1 1 1

AD-2

AWD-8

14

11

8

6

手洗・足洗場

5
7

11

13 13

2
,
8
0
0

2
50

渡り廊下A

11

E
X
P.
J

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

南

校

舎

AW-9 AW-17

7

1 1

88 1

111

11

2

AW-18

AW-19

1,880 1,100 1

1,1001,600

AW-18 AW-19

12

1

3

屋根：銅板一文字葺き 高圧洗浄（10～15Mpa）
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番号 長さ(m) 長さ(m)番号 長さ(m)番号 長さ(m)番号

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79
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81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

内
法

26
00

Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

１３立面図（1）　破損等位置図

番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

小計

番号 長さ(m)

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

長さ(m)番号 長さ(m)番号 長さ(m)番号

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

1.00

【凡例 】

本工事対象範囲を示す

本工事対象外範囲を示す

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下) ※ﾊﾞﾙｺﾆｰ内部

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下)

欠損

露筋・爆裂

1

1

※1

1

※数字は損傷番号を示す

1 浮きが認められる箇所

3 4 65 871

7476 13777 5573 6375 6970 6167

56

57

58

5172 7148 54535049 6252

64

65

3942 3541 3843 3436 32 3033 29314647
37

2544 2711 1940 23

156 21945
3 10 14 282 4 227

5 18 20 2617 241312

13
2

1

2

※
※

※
※

※ ※ ※

※68

※ ※66 ※ ※ ※

※

※

11

12109

138

121 123133 132 125126

124129135
119

117114 115 116127134 120

112

97111 98107 113108 109105

10110679 104
10078 103 91

89 9410280 90 9681 928583

87 93

9586
8482 88

99

5

3
4

※

※

※

130
※

※

※110

※ ※

※

※

※

※

※

※※

0.80
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2.40
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1.05

番号 長さ(m)

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

番号

1

2

箇所数

1

1

小計

種別

欠損

欠損

欠損・爆裂・露筋部

南立面

番号 面積(㎡)

小計

番号 面積(㎡)

1

2

4

3

5

6

7

8

9

10

0.50

横(m) 縦(m) 横(m) 縦(m

0.10 0.05

12

11

0.90 0.10 0.09

0.70 0.10 0.07

0.70 0.10 0.07

0.30 0.10 0.03

1.50 0.10 0.15

2.10 0.10 0.21

1.50 0.10 0.15

0.40 0.10 0.04

0.35 0.10 0.04

0.70 0.10 0.07

0.30 0.10 0.03

1.00

番号 長さ(m)番号 長さ(m)番号 長さ(m)長さ(m)番号
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南立面

目視クラック部（0.2㎜以上～1.0㎜未満）
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1.05
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巾木浮き部
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※〇番号については軒天井伏図に記載。
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番号 長さ(m) 長さ(m)番号 長さ(m)番号 長さ(m)番号
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ
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【凡例 】

本工事対象範囲を示す

本工事対象外範囲を示す

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下) ※ﾊﾞﾙｺﾆｰ内部

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下)

欠損

露筋・爆裂

1

1

※1

1

※数字は損傷番号を示す

1 浮きが認められる箇所

番号 長さ(m)
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立面図（2）　破損等位置図 １４
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35※

※ ※ ※

番号

1

箇所数

1

小計

種別

欠損

欠損・爆裂・露筋部

爆裂 1

2

3

4

爆裂

爆裂

爆裂

2

3

3

1

北立面

3.00

1.20

0.70

1.80

1.20

0.70

2.00

1.00

1.20

3.00

1.30

1.80

1.80

0.70

0.85

0.90

0.90

1.30

0.60

1.20

4.45

2.20

0.40

0.80

0.80

0.40

0.80

0.35

0.70

0.60

1.05

0.30

0.60

0.30

0.15

0.30

0.65

1.10

1.40

0.20

0.15

0.70

0.30

0.95

0.50

0.90

2.55

0.70

1.10

1.25

3.75

1.40

0.60

0.10

4.50

1.20

4.80

5.10

4.80

0.70

3.50

3.10

1.10

0.50

0.80

0.50

2.70

0.40

0.40

0.70

1.50

0.35

2.80

5.50

0.40

0.40

1.20

0.30

0.70

0.90

0.60

0.30

0.55

1.60

0.80

1.10

1.60

0.70

0.70

0.60

1.20

2.40

2.40

0.80

0.70

0.85

0.50

1.00

1.10

0.40

1.20

0.25

0.40

0.25

130.50

目視クラック部（0.2㎜以上～1.0㎜未満）

北立面

A1：1/100
A3：1/200

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

※〇番号については軒天井伏図に記載。
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北側立面図　　　S=1/100
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ
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7
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12
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14

16

17
18 19

20

22

21

1

番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

番号 長さ(m)

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

小計

東立面

番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

小計

番号 長さ(m)番号 長さ(m)

西立面

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

南立面 北立面

小計 小計

1.40

9.50

0.70

1.40

0.60

0.60

0.50

2.60

0.80

3.60

1.40

9.50

0.70

1.40

0.60

0.60

0.50

2.60

0.80

3.60

41.65

0.60

2.30

0.80

2.00

2.80

1.60

3.00

1.30

2.60

2.00

2.20

0.90

0.60

1.40

0.40

0.70

1.30

2.40

2.30

0.40

1.80

1.10

34.50 154.35 130.50

目視クラック部（0.2㎜以上～1.0㎜未満）

番号

1

2

箇所数

1

1

小計

種別

欠損

欠損

爆裂 1 1

東立面

3

番号

1

箇所数

1

小計

種別

西立面

爆裂

1

0.2㎜以上～1.0㎜未満クラック部

目視クラック長さ合計(m) 掛け率 設計数量(m)

361.00

【自動低圧エポキシ樹脂注入工法】

目視クラック長さ合計(m) 掛け率 設計数量(m)

361.00

1㎜以上～2㎜未満クラック部

0.3 108.3

【アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法】

掛け率

1.00

目視浮き面積合計(㎡) 設計数量(㎡)

南立面 北立面

小計 小計

長さ(m) 長さ(m) 箇所数箇所数

設計数量(箇所)目視合計(箇所)

【樹脂モルタル処理】

掛け率

【凡例 】

本工事対象範囲を示す

本工事対象外範囲を示す

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下) ※ﾊﾞﾙｺﾆｰ内部

ひび割れ(0.2㎜以上～1.0㎜以下)

欠損

露筋・爆裂

1

1

※1

1

※数字は損傷番号を示す

１５

欠損・爆裂・露筋

14

巾木　モルタル　浮き部

【Uカットシール材充填工法】

A1：1/100
A3：1/200

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

立面図（3）　破損等位置図

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

1.1 397.1

1.1 1.10

1.1

欠損・爆裂・露筋部　（0.3mｘ0.3m/1箇所当たり）
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10

28 31

東側立面図　　　S=1/100

西側立面図　　　S=1/100
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/30
A3：1/60

7,200 550 2,500 5502,500 900

200 100 800

1,700

800 100 200 600

打放シ修正の上吹付タイル

１６現況　断面詳細図（1）

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之
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砂利止めCB　60×100

砂利敷@50

9,250

8,550

消火栓BOX

P.S.

CB@150

P.S.

巾木モルタルVPH=100塩ビシート@2

カラ－アルミパネル

消火栓BOX

廊下物入CR-1

25×100　OP

モルタルEP

カーテンBOX
OP

4,500

0

廊下

巾木モルタルOP
H=100

巾木25×100　OP

50×40　OP

モルタルEPモルタルEP

モルタルEP

3方枠スチールOP

アコーディオンドア

モルタルEP

塩ビシート@2

モルタル EP

面台 TB@25

モザイクタイル貼

SUS 手洗流し

8,550

9,2509,250

OP
カーテンBOX

巾木25×100　OP

モルタルEP

換気アルミパイプφ50SUSアミ貼

巾木25×100　OP

8,450

OP

タテヨコD10@250

モルタルコテ押エ目地切

打放し修正化粧目地切
25×50@800

カーテンBOX

カーテンBOX
25×40 OP OP

9,250

4,500

0

タテヨコD10@250

D10-@250　SCコート1-D13 D10-@200　S.C.

砕石@100

発泡スチレンt25

土間コンクリートt120土間コンクリートt120

砕石t100

フローリングt15 フローリングt15

フローリングブロックt15
塩ビ長尺シートt2

CBt150

PBt9EP

PBt9EP

PBt9EP

CBt150

PBt9EP

発泡スチレンt25打込

PBt9EP(一部有孔)

フローリングロックt15

25×40 OP

打放シ修正の上吹付タイル

フローリングt15

塩ビ長尺シートt2

ポリシートt0.15
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PBt9EP
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CB t100　モルタル下地の上、シート防水　シルバー仕上

コンクリート金コテ押シ(増打@20)

打放し修正　アクリルリシン吹付

ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル

化粧目地 20x50＠750

1スパン３ケ

CR

CR

CR

カラ－アルミパネル

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装

打放し修正　アクリルリシン吹付

打放シ修正の上吹付タイル

打放シ修正の上吹付タイル

打放シ修正の上吹付タイル

打放シ修正の上吹付タイル

打放シ修正の上吹付タイル

巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

打放シ修正の上吹付タイル

砂利敷@50

コンクリート金コテ押シ(増打@20)

打放シ修正 打放シ修正 打放シ修正

打放シ修正の上吹付タイル

C

現況　断面詳細図（1）　　S=1/30

10

C

アスファルト防水
アスファルト防水

150 700 150 2,000

Fa FbFb

13

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

1,400
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Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

7,200 550 2,500 5502,500 900
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1,700
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１７改修　断面詳細図（1）

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事
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13

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ
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ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

1

ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

6

ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。
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ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

A

ベニヤ板枠打放修正　吹付タイル

1

C

１８現況　断面詳細図（2）

現況　断面詳細図（2）　　S=1/30
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アスファルト防水

Fa Fa

Fa

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

7 7

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】
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巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

D G
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C
C

6

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。
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１９改修　断面詳細図（2）

改修　断面詳細図（2）　　S=1/30
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バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

K
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】バルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 MM

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

LL

Kb

Ka

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

バルコニーC（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

II
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】 バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】
バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、塩ビシート防水t1.5

J

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】H H

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】

FbFb

FaFa

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーA（平場）部：

GG バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

改修　外部仕上表現況・撤去　外部仕上表

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】
屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】

　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】
屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】
屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

なし

E

D

C

B

A

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

E

D

C

B

A

Fa Fa Fa

Fa

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

7 7

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】
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巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

D G
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145 200 260
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現況　断面詳細図（3）　　S=1/30

150

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装

打放シ修正の上吹付タイル

8

1

G

H

打放し修正　アクリルリシン吹付

6

巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

13

1
打放シ修正の上吹付タイル

洗砂利敷@50

コンクリートコテ押エ

洗砂利敷@50

コンクリートコテ押エ

洗砂利敷@50

コンクリートコテ押エ

B B

C

コンクリート金ゴテ押え吹付タイル

C

1
打放シ修正の上吹付タイル

打放し修正　アクリルリシン吹付

6

コンクリート金ゴテ押え吹付タイル

B

C

打放し修正　アクリルリシン吹付

6

打放し修正　アクリルリシン吹付

6

打放シ修正の上吹付タイル

1
打放シ修正の上吹付タイル

1

1
打放シ修正の上吹付タイル

E

1
打放シ修正の上吹付タイル

現況　断面詳細図（3）

滋賀県長浜市内保町2454　 TEL:0749-74-2821　 FAX:0749-74-2811　 E-mail:info@w-woods.co.jp　一級建築士登録　第207539号　伏木直之

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

アスファルト防水 アスファルト防水 アスファルト防水

Fa

Fa Fa

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】
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巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

1
打放シ修正の上吹付タイル

10

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

用務員室洗面脱衣 浴室台所

職員室

2
0
0

C FF15



1,400

Ａ図　面　名　称

工　事　名　称
ＳＣＡＬＥ ＳＥＡＬ ＤＲＡＷＩＮＧ．ＮＯＤＲＡＷＮ

A1：1/30
A3：1/60

洗面脱衣

モルタルコテ押エ

100□タイルモルタルVP

スタイロフィームt=25

浴室

1
5
0
5
0

1
,
8
0
0

1
,
1
0
0

6
0
0

2
,
6
0
0

4
0

8
0
0

6
0
0

3
8
0

1
0
0

1
0
0

1
20

9
0
0

1
0
0

50
0

4
0

1
5
0

2,030 1,000

300700

水切棚

流し台

長尺塩ビシート

ケイカル板

台所

面台 TB@25

CBt=100

モザイクタイル

フローリングブロック

カーテンBOX

PBt=9EP

窓下戸棚

職員室

GL GL

1FL+600

2FL4,500

1FL+600

2FL4,800

1
5
0
5
0

1
0
0

2
,
0
5
0

9
0
0

8
5
0

2
,
9
0
0

200

6
0
0

3
,
90
0

40
0

300

1,000

9
0
0

5
5
0

3
5
0

1
,
1
0
0

2
,
5
40

9
00

1
,
1
0
0

6
0
0

80
0

45×45

100×40

100×30 OP

台所 用務員室

100×100

100×60

6
5
0

4
,1
5
0

25
0

1
5
0
1
0
0

1,000

700 300

1
5
0
5
0

7
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

50
0

8
5

2,
4
8
5

5
5
0

2
5
0

6
0
0

2
0
0

1
,
8
0
0

54
0

大引90×90@900

根太45×45@450

床板t=15

タタミ

100
20

160

180

150

G

H

C CC

E

10

２１改修　断面詳細図（3）

改修　断面詳細図（3）　　S=1/30
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Fa

Fa Fa

1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

14

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

庇天端：カラーアルミパネル t2.0 庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

13
巾木：ベニヤ仮枠打放し修正

巾木・植込部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】
植込部：コンクリート打放し修正　化粧目地25x50 ＠800以内

1

A

B

C

D

E

棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

C 15 FF
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0
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B

C

D
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棟屋（平場・立上）部：防水モルタルコテ押え【既存のまま】

屋上（平場）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（平場部x10％）

屋上（立上）部：アスファルト防水、既存防水層浮き部切開の上、水抜き処理、溶着補修（立上部x30％）

屋上（立上）部：防水押えアングル（シール共）【撤去】

A

B

C

D

E

なし

　　　　　　　　防水押え敷砂利 t50程度【全面撤去】、砂利止コンクリートブロック60x100x600【撤去】

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】

棟屋（平場・立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　ステンレス製脱気筒（1ヵ所/70㎡）R階：15ヵ所、2階：4ヵ所【新設】

屋上（ドレン）部：タテ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　15ヵ所【撤去】
　　　　　　　　　ヨコ引型ドレン、ストレーナ及び防水押え皿　 1ヵ所【撤去】

屋上（ドレン）部：ドレン廻りケレン清掃後、タテ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共）15ヵ所【新設】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコ引型Φ100改修用塩ビ成形ドレン（ストレーナー共） 1ヵ所【新設】

　　　　　　　　機械固定工法S-M2【新設】　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】

現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表 現況・撤去　外部仕上表 改修　外部仕上表

屋上（笠木・顎・煙突天端）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

HH バルコニーA（巾木・顎・溝）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】

J 　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】　　入隅部及び立上端末部は塩ビ被覆鋼板【新設】J

　　　　　　　　　　　 機械固定工法S-M2【新設】
バルコニーB（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

I I

バルコニーB（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】
　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】
バルコニーC（平場）部：

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修

下地調整C-2、ウレタン塗膜防水X-2の上、防滑性ビニル床シートt2.5　耐湿工法【新設】

Ka

Kb

L L

バルコニーC（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（立上）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

バルコニーC（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

M MバルコニーB、C（顎）部：コンクリートコテ押え、吹付タイル【既存のまま】 バルコニーB、C（顎）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

　　　　　　　　　　　 伸縮目地＠1,800【撤去】モルタル補修
バルコニーC（平場）部：アスファルト防水の上、押えコンクリート【既存のまま】

K

バルコニーA（巾木・顎・溝）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

バルコニーA（平場）部：防水モルタルt30、目地切＠1,800【既存のまま】G G
バルコニーA（平場）部：
ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、ウレタン塗膜防水X-2【新設】

Fa Fa

Fb Fb
屋上（笠木）部：カラーアルミパネル t2.0【既存のまま】
屋上（EXP.J）部：アルミEXP.J笠木【既存のまま】

屋上（笠木・EXP.J）部：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

屋上（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

屋上（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水（非歩行）t1.5

バルコニーB（平場）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5（非歩行用）

バルコニーB（立上）部：ケレン清掃、高圧洗浄（10～15Mpa）、塩ビシート防水t1.5
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11

（註）鉄部は全て

現況・改修　断面詳細図（4）　　S=1/30

屋外階段：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

改修　外部仕上表



1

2

3

4

5

6

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

13

14

庇天端：銅板 t0.4　一文字葺き、一部　カラーアルミパネル t2.0

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

巾木：ベニヤ仮枠打放し修正 巾木：高圧洗浄（10～15Mpa）の上、浸透性吸水防止材塗
　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】
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現況・改修　１階軒天井伏図

本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す
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現況・改修　１階軒天井伏図　　　S=1/200

びわ北小学校南校舎外壁等改修工事

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】
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7
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ケイカル板張替：1.66㎡

6
1

11

屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：鉄骨造　FP塗装 屋外階段・渡り廊下A・鉄骨庇：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】
　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】　裏面：高圧洗浄のみ

EXP-J

EXP-J



Ａ図　面　名　称
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本工事対象範囲を示す

【凡例 】

本工事対象外範囲を示す

２４現況・改修　２階軒天井伏図
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現況・改修　２階軒天井伏図　　　S=1/200
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びわ北小学校南校舎外壁等改修工事
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現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

1

2

3

4

5

6

外壁：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

現況　外部仕上表 改修　外部仕上表

打継目地：撤去打替え（PU-2）　ノンブリードタイプ

改修　特記事項

建具廻り・建具水切り下：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

EXP.J部・換気扇・フード周囲：撤去打替え（MS-2）　ノンブリードタイプ

7 7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

13

14

庇天端：銅板 t0.4　一文字葺き、一部　カラーアルミパネル t2.0

庇天端：RC下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

庇天端：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

軒天：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、アクリルリシン吹付 軒天：高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、外装薄塗材E【新設】

換気口パイプ：Φ50、Φ75　 換気口パイプ：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

竪樋：VPΦ100 VP塗装　掴み金物 FB-3x19x＠900 FP塗装 竪樋：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

渡り廊下A　屋根：塩ビ鋼板　ルーフデッキ t0.8

屋外階段・渡り廊下A：鉄骨造　FP塗装

　　　　　　　　 樹脂ボルトキャップ取付【新設】
渡り廊下A　屋根：高圧洗浄、下地調整の上、折版用塗料（シリコン系弱溶剤）【新設】

手摺：スチール製手摺　ロ-100x50x2.3 FP塗装【撤去】 手摺：モルタル穴埋めの上、ステンレス製手摺 Φ34 t2.0 HL【新設】

外壁：小口タイル張り 外壁：高圧洗浄（10～15Mpa）

外壁：ベニヤ仮枠打放し修正の上、吹付タイル　一部化粧目地 20x50＠900クロス

庇天端：ベニヤ仮枠打放し修正修の上、吹付タイル　化粧目地 20x50＠750

清掃のみ塔屋ルーバー：フレクラム

屋外階段・渡り廊下A：下地調整の上、錆止め塗料＋DP塗り【新設】

外壁：ALC板 t100の上、吹付タイル 外壁：ALC板 t100下地、高圧洗浄（10～15Mpa）、下地調整C-2の上、複層塗材E【新設】

・塗装面削孔時は十分に湿潤すること。

・設備：脱着しない機器・配管類については、養生を行うこと。

・アルミ建具外部はガラスクリーニングを行うこと。

・特記なき既存仕上部分は高圧洗浄（10～15Mpa）を行うこと。

巾木：ベニヤ仮枠打放し修正 巾木：高圧洗浄（10～15Mpa）の上、浸透性吸水防止材塗
　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケイカル板 t6　アクリルリシン吹付 　　　一部（第1ポーチ・第2ポーチ・車寄）ケレン清掃の上、外装薄塗材E【新設】

軒天：ケイカル板 t6 アクリルリシン吹付　一部【撤去】 軒天：ケレン清掃の上、一部 ケイカル板 t6【新設】外装薄塗材E【新設】
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